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一 般演題：血液・骨髄・全身計測

妊婦臓器機能検査に使用される

RIの胎児への移行

藤森速水　山m文夫　米川和作

浜旧和孝　木村雄一郎　幸前几典

　　（大阪市立大学産婦人科）

　産科領域において，診断の口的でRIを妊婦に用いる

場合には，母体のみならず，胎児への影響を無視しえな

い．この観点より，母体に投与されたRIの胎児への移

行を検討することは，臨床上その意義が大きい．今回演

者らは，臨床的に繁用される若干のRIの母児移行を追

求し，RI投与の胎児への影響を知る1指標をえる日的

で，主題の研究を行なった．妊娠末期，白色雑系家兎（体

重約3kg）の耳静脈より，99mTc・albumin　30μCi，300μCi，

3mCi，　R13ilSA　O．3μCi，5μCi，100μCi，13ユ1・hipPuran

o．　6，u　Ci，10μCi、50μCiをおのおの注入し，静注後，経

時的におのおのの家兎の子宮を切開して胎仔をとりだし，

母仔諸臓器の放射能を，γ一シンチレーションカウンター

で測定した．⑦99mTc－albuminでは各濃度とも，投与後

約3時間では，投与量の約50％が尿に排泄された．母体

「「U　lmlに対する仔の各臓器の放射能割合は，投与後1時

間では，肝，1｛IL液，腎では数％であった．3mCiの9　9mTc－

albuminを投与して家兎胎盤のシンチスキャンを時間を

おって調べてみると，数10分後では，図叩央に小円形の

胎盤が数個認められたが，数時間後には認められなかっ

た．C’i，’）Ri311SAでは，各涙度とも投与後24時間で尿中に

約20％排泄された．母体jlll1〃z1に対する仔の各臓器放射

能割合は，投与後1時間では，血液，肝，腎では数％で，

24時間後でもやはり数％にとどまった．③1311－hipPuran

では各濃度とも投与1時間で尿巾にすでに約60％排泄さ

れている，母体lhほ励に対する胎仔への移行の割合は，

高門支のときでも，尿に急速に排泄されるので，すでに24

時問以上たつと，ほとんど認められなかった．以上の各

ノ＼験から，現在実際に人体に使川されている低11度を川

69

いたとしても，やはり高濃度の時と大体同じ割合に，胎

仔各部分に放射性物質が移行されていることがわかった．

　　　　　　　　　　　　＊

151．Radioisotopeの診断的利用における

　　　被検者の被曝線量評価に関する老察

吉沢康雄　今堀　彰　安斉育郎

（東京大学放射線健康管理室）

　ラジオアイソトープの診断的利用は近年ますます多岐

に及んでいる．しかしながら1回の診断上のRI投与が

その後のRI診断計画および被検者の放射線被曝に対し

て与える影響の検討は不十分であることが多い．著者ら

は，東大ヒューマン・カウンターにおける測定の経験か

ら，患者に対するRI投与計両の綜合的検討およびRI投

与歴の整備と被曝線【『評価の必要性を指摘した．RI投

与の手順は，（i少量ですむ検査から多量を要するものへ，

1．1有効半減明はLいものから長いものへ，③γ線エネル

ギーは低いものから高いものへという一般的原期が貫か

れるべき余地が残されている．…方，被曝線量の算定は

わが国のRI診断ではほとんと顧みられないのが現状で

あるが，国民遺伝線hlへの寄与を評価するためにも，ぜ

ひとも行なわれねばならない．苫者らは思者ごとにカー

ドを作成してRI投与歴および放射線被曝歴を記録する

方式について検討している．RI投与に伴なう被曝線量

の評価にはICRPの考え方に基づく計算法が簡便である．

薯者らは22Naのように体内に均等に分r［jする核種と，1311

のように特定臓器に選択的に取り込まれる核種とについ

て，1μCi経口投与時の被曝線量を与える表とチャートを

捉示し，医療従事者による線七算定の簡便化を試みた．

このような簡単な線是評価は，厳密には，RIの体内布

の変動，有効上減期や臓器屯はの個人差等を考慮した値

とは異なるが，RI診断に伴なう患首の被曝線［義評価の

ためにはきわめて有効であると考えている．
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